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１．目的  

国内のインフラ構造物の多くは，今後老朽化する構造物が加速度的に

増加していく．現在，これらの構造物を維持管理するための技術開発が

求められており，特に，損傷事例が多い「腐食」から鋼構造物を守る防

食技術の開発は大きな役割を担っている．橋梁においては，局所的に腐

食が進展する事例が多く，例えば，一般部と比較して狭隘で閉鎖的 1)で

ある桁端部や，角部が多く塗膜厚が平面部より薄くなりやすい添接板・

コバ部等（図 1）は，腐食が進行しやすい 2)．上記のような局所的な腐

食に対して，補修塗装を行うのが一般的であるが，塗装品質が作業者の

熟練度に依存しやすい点や，作業日数の長期化等の課題があり，全ての

箇所に対応できない事が現実としてある．このよう

な背景から，大規模修繕までの簡易的な補修として，

作業工程が少なく，熟練者でなくても簡便に補修で

きる，中長期的な防食が可能な工法が必要と考え，

貼付型の防食部材（図 2）を開発した．本稿では，貼

付型防食部材を橋梁部材へ適用するために必要な

基礎的な性能確認試験を実施した結果を報告する． 

２．貼付型防食部材の特徴  

今回開発した貼付型防食部材は，大規模修繕までの簡易補修の位置づけとして使用することを目的としてい

るため，補修塗装後の期待耐用年数 10年と定義した．以下に構造の各部位の特徴を示す． 

金属層：水分や酸素，塩分等の腐食因子を遮断することで高い防食性を維持することが出来る 3)． 

樹脂層：最上層に耐候性の高い樹脂を用い，且つ表面に放電処理を行っているため，色合わせのための塗装

を上から塗布することも可能である．そして，金属層を樹脂層で挟むことにより，金属層の薄膜化と防食部材

全体の剛性維持を両立することができ，金属層がもつ形状記憶性と施工時に必要な柔軟性のバランスをとる

ことで良好な構造追従性と施工性を実現させた． 

耐防水粘着材：粘着力が高く，防水性が良好であり，浮いている錆や塗膜のみを除去し，周囲に残存してい

る健全な塗膜面に粘着材を貼付することで，充分な粘着性を確保できる． 

３．防食性能確認試験  

実構造物への簡易補修の状況を再現するため，錆が一部発生している劣化塗膜面を模擬した試験鋼板に貼付

型防食部材を施工した試験体について（図 3），複合サイクル試験（図 4）を実施し，経時変化の有無により防

図 1. 添接部やコバ部での鋼材

腐食事例 

図 2. 貼付型防食部材 左：実物写真 右：構造図 
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食部材の効果を評価した．比較として，錆面用として販

売されている塗料を塗布した場合の試験体についても

同様に用意した． 

４．結果と考察  

試験開始から 4000 時間経過したときの試験体の外観

を図 5に示す．部材面積に対する錆面積率や，部材が塗

膜面と接着している箇所の幅(のりしろ)によらず，どれ

も部材の剥離や，貼付部からの膨れの発生は認められな

かった．一方で錆面用塗料に関しては，膨れや錆が散見

された．塗替塗装時に錆が残存していた場合，錆内部に

残存している塩分等が引き寄せる水分と反応すること

で錆が塗膜内部で進展し，錆の体積膨張により塗膜膨れ

等の現象が発生すると考えられる．本防食部材の場合，

金属層が水・酸素を遮断し，施工箇所に腐食因子が外部

から供給されなかった為，錆進展や膨れ等が認められな

かったと考えられる．複合サイクル試験 4000時間は，沖

縄での暴露試験換算にておおよそ 10 年以上相当 4)とな

り，この試験結果から，貼付型防食部材が期待耐用年数

以上の防食性能を持つことを示すと考えられる． 

５．まとめ  

今回，開発した防食部材に対して基礎的な性能確認試験を行い，複合サイクル試験 4000 時間経過後に錆や

膨れ等の発生がないことを示すことが出来た．防食性の他に耐候性，施工性の確認試験も実施している．今後

は，各地域での屋外暴露試験による健全性の評価を行う予定である． 
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図 3. 試験体製作工程と試験体外観写真 

図 4. 複合サイクル試験条件(JASO M 609 610) 

図 5. 複合サイクル試験開始から 4000時間後の外観写真 
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